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は
じ
め
に

　

未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た

東
日
本
大
震
災
か
ら
６
年
が
経
過

し
、
平
成
28
年
４
月
に
は
熊
本
地

震
、
10
月
に
は
鳥
取
県
中
部
を
震

源
と
す
る
地
震
が
発
生
し
、
今
や

大
地
震
が
い
つ
ど
こ
で
起
き
て
も
お

か
し
く
な
い
状
況
の
中
で
、
日
頃
の

備
え
が
一
段
と
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
横
浜
駅

周
辺
に
お
い
て
約
３
万
人
、
首
都

圏
に
お
い
て
約
５
１
５
万
人
に
及

ぶ
帰
宅
困
難
者
が
発
生
し
、
駅

タ
ー
ミ
ナ
ル
で
の
混
乱
や
路
上
の

混
雑
、
大
規
模
な
交
通
渋
滞
が
発

生
し
た
。
横
浜
市
を
含
む
首
都
圏

に
お
い
て
、
大
地
震
が
発
生
し
た

場
合
、
さ
ら
な
る
混
乱
を
き
た
す

可
能
性
が
極
め
て
高
い
。

２

��

帰
宅
困
難
者
に
つ
い
て

❶
帰
宅
困
難
者
の
定
義

　

帰
宅
困
難
者
と
は
、
地
震
発
生

時
に
外
出
し
て
い
る
者
の
う
ち
、

帰
宅
ま
で
の
距
離
が
10
㎞
以
内
の

近
距
離
徒
歩
帰
宅
者
（
近
距
離
を

徒
歩
で
帰
宅
す
る
人
）
を
除
い
た

帰
宅
断
念
者
（
自
宅
が
遠
距
離
に

あ
る
こ
と
等
に
よ
り
帰
宅
で
き
な

い
人
）と
遠
距
離
徒
歩
帰
宅
者（
遠

距
離
を
徒
歩
で
帰
宅
す
る
人
）
を

い
う
。

❷
発
生
の
要
因

　

地
震
発
生
直
後
に
は
、
鉄
道
や

道
路
等
の
交
通
機
関
の
運
行
停
止

及
び
不
通
区
間
が
発
生
し
、
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
街
や
駅
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
繁
華

街
や
電
車
内
等
に
い
た
人
々
が
大

量
に
足
止
め
と
な
る
。
鉄
道
の
運

行
規
定
に
よ
る
と
、
鉄
道
事
業
者

に
よ
り
詳
細
の
対
応
は
異
な
る
が
、

概
ね
震
度
５
弱
以
上
に
な
る
と
列

車
を
停
止
し
、
路
線
を
点
検
し
て

安
全
に
運
行
が
で
き
る
こ
と
を
確

認
し
な
け
れ
ば
、
運
行
が
で
き
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
交
通
機
関
が

利
用
で
き
な
い
場
合
に
は
徒
歩
に

よ
る
手
段
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い

が
、
遠
方
の
場
合
に
は
徒
歩
に
よ

る
帰
宅
も
困
難
と
な
る
。

❸
被
害
想
定

　

平
成
24
年
度
の
横
浜
市
地
震
被

害
想
定
調
査
で
は
、
平
日
12
時
に

元
禄
型
関
東
地
震
（
相
模
ト
ラ
フ

沿
い
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
８
・
１
の
地
震
）
が
発

生
し
た
場
合
、
横
浜
市
で
約
45
万

５
千
人
の
帰
宅
困
難
者
が
発
生
す

る
と
想
定
さ
れ
る
。

❹
帰
宅
困
難
者
に
係
る
課
題

　

公
共
交
通
機
関
の
運
行
停
止
等

に
よ
り
、
外
出
先
に
取
り
残
さ
れ

た
人
々
が
自
宅
に
向
け
て
一
斉
に
帰

宅
を
は
じ
め
た
場
合
、
路
上
や
駅

周
辺
は
非
常
に
混
雑
し
、
集
団
転

倒
の
発
生
や
、
余
震
等
に
よ
る
落

下
物
で
死
傷
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

な
ど
、
大
変
危
険
な
状
態
と
な
る

と
と
も
に
、
道
路
の
混
雑
に
よ
り
、

救
助
・
救
急
活
動
、
消
火
活
動
、

緊
急
輸
送
活
動
等
の
応
急
対
策
活

動
が
妨
げ
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

　

ま
た
、
徒
歩
で
帰
宅
す
る
人
々

に
よ
り
、
沿
道
で
は
飲
料
水
や
ト

イ
レ
、
各
種
情
報
等
を
求
め
る
人

で
あ
ふ
れ
、
混
乱
が
生
ず
る
可
能

性
が
あ
る
。

３

��

実
施
し
て
い
る
対
策

　

帰
宅
困
難
者
へ
の
対
策
と
し
て
、

「
一
斉
帰
宅
の
抑
制
」、「
主
要
駅
で

の
混
乱
防
止
対
策
」、「
帰
宅
困
難

者
一
時
滞
在
施
設
の
活
用
」、「
徒

歩
帰
宅
者
へ
の
支
援
」
の
４
つ
に
分

け
て
整
理
す
る
。

❶
一
斉
帰
宅
の
抑
制

⑴
企
業
等
に
向
け
た
「
む
や
み
に

移
動
を
開
始
し
な
い
」
と
い
う
基

本
原
則
の
周
知
・
徹
底

　

都
心
部
の
オ
フ
ィ
ス
等
や
繁
華
街

で
は
、
昼
夜
問
わ
ず
人
口
が
非
常

に
多
い
。
交
通
機
関
が
停
止
し
た

場
合
に
こ
れ
ら
の
人
が
一
斉
に
徒
歩

で
帰
宅
す
る
と
、歩
道
が
渋
滞
し
、

混
雑
に
よ
り
負
傷
者
が
発
生
す
る

な
ど
危
険
性
が
高
ま
る
。
ま
た
、

一
部
の
人
が
車
道
に
あ
ふ
れ
出
る
こ

《5》 

自
助
・
共
助
・
公
助
に
関
す
る
取
組

　  

　
　
　
〜
来
街
者
、
帰
宅
困
難
者
に
対
す
る
備
え

と
な
ど
に
よ
り
、
救
急
活
動
や
緊

急
輸
送
路
の
通
行
等
を
阻
害
す
る

可
能
性
が
あ
る
。

　

東
日
本
大
震
災
の
際
、
早
期
帰

宅
を
開
始
し
た
人
た
ち
の
多
く
の

理
由
と
し
て
、
企
業
等
の
管
理
者

か
ら
帰
宅
す
る
よ
う
指
示
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、「
む
や
み
に
移
動
を
開

始
し
な
い
」
と
い
う
基
本
原
則
の

周
知
・
徹
底
を
企
業
等
に
対
し
て

行
う
必
要
が
あ
る
。

⑵
企
業
等
に
お
け
る
従
業
員
等
の
一

時
収
容
対
策
（
留
め
置
き
）

　

発
災
時
の
被
救
助
者
の
生
存
率

は
４
日
目
以
降
激
減
す
る
こ
と
か

ら
、
発
災
後
３
日
間
は
救
助
・
救

出
活
動
を
優
先
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
た
め
、
企
業
・
学
校
等

の
従
業
員
や
学
生
の一
斉
帰
宅
が
救
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助
救
出
の
妨
げ
と
な
ら
な
い
よ
う
、

発
災
後
３
日
間
は
企
業
・
学
校
等

が
従
業
員
や
学
生
を
施
設
内
に
待

機
（
留
め
置
き
）
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
。

⑶
安
全
確
認
手
段
の
周
知
、
企
業

等
に
お
け
る
安
否
確
認
体
制

　

帰
宅
困
難
者
に
な
っ
た
際
に
必

要
な
情
報
と
し
て
、「
家
族
や
親
戚・

知
人
の
安
否
」、「
自
宅
周
辺
の
被

害
や
火
災
な
ど
の
状
況
」
な
ど
個

人
の
被
災
状
況
に
関
す
る
事
項
が

あ
げ
ら
れ
る
。
災
害
用
伝
言
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
な
ど
、
災
害
時

に
家
族
間
で
の
連
絡
手
段
を
決
め

て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま

た
、Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）
の
活
用
や
一
般

企
業
・
公
官
庁
内
で
の
安
否
確
認

シ
ス
テ
ム
、
各
種
通
信
会
社
等
の

安
否
確
認
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
、様
々

な
情
報
伝
達
手
段
を
用
い
て
自
身

の
安
否
情
報
の
発
信
や
家
族
・
従

業
員
へ
の
緊
急
連
絡
が
可
能
に
な
っ

て
い
る
。

⑷
一
斉
帰
宅
抑
制
の
基
本
方
針
へ
の

賛
同
事
業
者
の
募
集

　

本
市
で
は
、
横
浜
商
工
会
議
所

な
ど
の
団
体
や
市
内
の
大
規
模
事

業
所
へ
の
個
別
で
の
訪
問
等
、
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
活
用
し
、「
一
斉
帰
宅

抑
制
の
基
本
方
針
（
注
１
）」
に

賛
同
す
る
事
業
者
を
募
集
し
て
い

る
。
平
成
29
年
１
月
時
点
で
90
事

業
者
が
賛
同
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
公
表
し
て
い
る
。

❷
主
要
駅
で
の
混
乱
防
止
対
策

　

駅
周
辺
事
業
者
や
鉄
道
事
業

者
、
地
元
自
治
会
、
警
察
、
横
浜

市
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
横
浜
駅
混

乱
防
止
対
策
会
議
」
に
お
い
て
、

滞
留
者
・
帰
宅
困
難
者
対
策
を
想

定
し
た
訓
練
等
を
実
施
し
て
い
る
。

構
成
団
体
間
に
お
い
て
、
平
時
か

ら
顔
の
見
え
る
関
係
を
構
築
し
て

い
る
こ
と
で
、
災
害
時
に
よ
り
円
滑

な
対
応
が
可
能
に
な
る
こ
と
か
ら
、

今
後
と
も
密
な
連
携
を
行
っ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

❸
帰
宅
困
難
者
一
時
滞
在
施
設
の

活
用

⑴
帰
宅
困
難
者
一
時
滞
在
施
設
に

つ
い
て

　

本
市
で
は
、
帰
宅
困
難
者
一
時

滞
在
施
設
と
し
て
、
本
市
施
設

や
、
国
の
施
設
を
選
定
し
、
さ
ら

に
主
要
駅
周
辺
等
の
施
設
が
不
足

す
る
地
域
で
は
民
間
施
設
や
商
業

施
設
の
協
力
を
得
て
、
災
害
時
の

帰
宅
困
難
者
を
受
け
入
れ
る
場
所

の
確
保
に
動
い
て
き
た
。
平
成
29

年
１
月
時
点
で
２
１
７
施
設
（
民

間
施
設
：
92
施
設
、
公
共
施
設
：

１
２
５
施
設
）
を
指
定
し
、
収
容

人
数
分
の
水
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
保

温
用
の
ア
ル
ミ
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
、

ト
イ
レ
パ
ッ
ク
を
備
蓄
し
て
い

る
。
遠
方
か
ら
買
い
物
や
観
光
等

で
市
内
を
訪
れ
て
お
り
、
徒
歩
で

の
帰
宅
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い

人
々
は
、
原
則
、
災
害
発
生
日
の

翌
日
ま
で
、
一
時
滞
在
施
設
に
滞

在
が
可
能
と
な
る
。

⑵
帰
宅
困
難
者
一
時
滞
在
施
設
検

索
シ
ス
テ
ム
「
一
時
滞
在
施
設
Ｎ

Ａ
Ｖ
Ｉ
」

　
「
一
時
滞
在
施
設
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」

（
図
１
）
を
使
っ
て
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
で
近
く
の
施
設
を
検
索

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
平
時
に

ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
に
登
録
し
て
お
く

こ
と
や
、
会
社
や
学
校
等
の
帰
路

の
ど
こ
に
施
設
が
あ
る
の
か
確
認

し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

❹
徒
歩
帰
宅
者
へ
の
支
援

　

鉄
道
機
関
の
運
休
が
長
期
化
す

る
場
合
、
長
距
離
を
徒
歩
で
帰
宅

せ
ざ
る
を
得
な
い
帰
宅
困
難
者
に

対
し
て
は
、
自
宅
ま
で
帰
る
た
め
の

支
援
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
、

徒
歩
帰
宅
者
の
支
援
拠
点
と
し
て

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

レ
ス
ト
ラ
ン
等
（
災
害
時
帰
宅
支

援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）（
図
２
）
や
、
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
（
災
害
時
徒
歩
帰

宅
者
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）（
図
３
）

と
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
施
設
で
は
、
水
、
ト
イ
レ
、

災
害
関
連
情
報
の
提
供
が
受
け
ら

れ
る
。
さ
ら
に
、
徒
歩
帰
宅
者
へ
の

支
援
を
強
化
す
る
た
め
、
本
市
で

は
、
幹
線
道
路
沿
い
に
災
害
関
連

情
報
を
提
供
す
る
た
め
の
「
支
援

拠
点
」
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

平
時
に
で
き
る
対
策
と
し
て
は
、

徒
歩
帰
宅
の
た
め
の
支
援
場
所
を

把
握
す
る
こ
と
や
、
水
、
食
料
、

ス
ニ
ー
カ
ー
な
ど
の
歩
き
や
す
い
靴

や
携
帯
ラ
ジ
オ
等
を
職
場
の
ロ
ッ

カ
ー
や
引
き
出
し
に
備
蓄
し
て
お

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

４

��

ま
と
め

　

本
市
の
帰
宅
困
難
者
対
策
は
、

特
に
東
日
本
大
震
災
以
降
、
積
極

的
に
進
め
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で

は
あ
る
が
、
今
後
、
特
に
平
時
か

ら
の
備
え
の
意
義
を
継
続
的
に
あ

ら
ゆ
る
手
段
で
周
知
・
啓
発
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
ひ
と
り
の
人
が
、
平

時
に
、
家
族
間
で
の
安
否
確
認
の

方
法
を
事
前
に
定
め
て
お
い
た

り
、
災
害
時
一
斉
に
帰
宅
せ
ず
会

社
等
に
留
ま
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
お
い
た
り
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
対
策
を
と
っ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
引
き
起
こ

し
う
る
二
次
被
害
や
混
乱
を
防
止

し
、
救
助
・
救
急
活
動
や
支
援
活

動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま

り
、
一
人
ひ
と
り
の
平
時
か
ら
の

備
え
・
対
策
が
、
共
助
を
生
み
出

し
、
震
災
対
策
の
底
上
げ
に
な
る

こ
と
を
意
味
す
る
。

　

今
後
の
帰
宅
困
難
者
対
策
の
実

施
に
あ
た
っ
て
は
、
行
政
の
み
な

ら
ず
、
鉄
道
事
業
者
や
企
業
・
学

校
、
市
民
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

各
対
策
主
体
が
、
積
極
的
か
つ
継

続
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
り
、
同
時
に
、
一
人

ひ
と
り
が
、
誰
で
も
帰
宅
困
難
者

と
な
り
得
る
こ
と
を
認
識
し
た
上

で
、
日
頃
の
備
え
を
積
み
重
ね
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

図１図２図３

注
１　
一
斉
帰
宅
抑
制
の
基
本
方
針

　

首
都
圏
に
お
け
る
帰
宅
困
難
者
対
策
の
た
め

に
、
平
成
23
年
９
月
に
内
閣
府
と
東
京
都
が
主

体
と
な
り
、「
首
都
直
下
地
震
帰
宅
困
難
者
対

策
等
対
策
協
議
会
」
が
設
置
さ
れ
た
。
横
浜

市
も
九
都
県
市
の一
員
と
し
て
構
成
員
と
な
っ
て

お
り
、
平
成
24
年
９
月
に
同
協
議
会
最
終
報
告

で
「
一斉
帰
宅
抑
制
の
基
本
方
針
」
が
示
さ
れ
、

そ
の
中
で
、
災
害
時
に
は
「
む
や
み
に
移
動
を

開
始
し
な
い
」
と
い
う
基
本
原
則
の
徹
底
や
、

従
業
員
等
の
待
機
や
３
日
分
の
必
要
な
水
、
食

料
等
の
備
蓄
に
努
め
る
等
の
取
組
事
項
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
。
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